
スタートカリキュラムについて 

 
Ｒ７ 板荷小学校 

★架け橋期：5歳～小学校 1年生の 2年間。 

生涯にわたる学びや生活の基盤をつくるために重要な時期。 

★架け橋プログラム 

子供に関わる大人が立場の違いを超えて自分事として連携・協力し、この時期にふさわしい主

体的・対話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮した上で全ての子どもに学び

の生活の基盤を育むもの。 

 

★『幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿』を手がかりに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ゼロからじゃない！学びの芽生えと自覚的学びを繋ぐ 

スタートカリキュラム 

小学校へ入学した子どもが、幼稚園・保育所・認定こども園などの遊びや生活を

通した学びと育ちを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出

していくためのカリキュラムです。（生活科などを中心に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★子供の思いに応えることができる！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校ってどんな

ところかな？ 

楽しいといいな！ 

園ではいろいろなことをしてき

たよ！学校ではどんなことをす

るのかな？ 

早く知りたい！やってみたい！ 

お兄さん、お姉さんはすごい

な。あんなふうになりたいな！

私にもできるかな？ 

スタートカリキュラムに 

幼児教育の考え方を 

取り入れることで、 

スタートカリキュラムで 

幼児期の経験を 

小学校の学習につなぐと、 

スタートカリキュラムを 

入り口として 

６年間を見通すことが、 

・幼児期に親しんだ活動の取り入

れ 

・分かりやすく学びやすい環境づ

くり 

・先生や友達と関わる活動の取り

入れ 

 

・幼児期に経験した 

◆遊びを通して試す 

◆工夫する 

◆友達と協力する 

◆自分の思いを伝える 

◆話し合いをする 

等の学びや育ちを生かす活動や

環境づくり 

・幼児期に経験した 

「学びの自立」 

「生活上の自立」 

「精神的な自立」 

を基盤としながら、生活科を中心と

したスタートカリキュラムを学校全

体で検討・編成・実施 


